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〇第 11 回世話人会開催
  日時：５月 27 日 ( 火 )18
  時 30 分から 20 時 30 分
  会場：喫茶室ルノアール
  会議室 (巣鴨店 )にて。

○困っている方はいませんか？
　在京島民の方々のお宅  
　訪問や、電話での相談・
 ご要望も受け付けてお  
　ります。事務局までご連
  絡ください。　　

○ご寄付のお願い
 これからもよろしくお願
　い致します。

郵便振替口座	
口座番号：00120-3-545036
口座名称：三宅島ふるさと
再生ネットワーク
事務局：あすなろ保育園内
住所：〒 173-0005
 東京都板橋区仲宿 25-6 
電話・FAX　　03(3963)5697

事務局便り

科　　目 金　　額 備　　考

寄付金 1,246,000 48 口個人、2団体

活動費 224,000 集会会費等

雑収入 7,611

小計 1,477,611

前期繰越金 245,467

収入合計 1,723,078

科 　目 金　　額 備　　考

新
報
費

編集経費 4,663

郵送費 216,080

配布費 330,705
訪
問
活

　

動
費

交通費 400

打ち合わせ他 4,304

会議費 15,560

事務備品費 18,365

活動費 244,710

通品費 155,645

渉外費 147,181

雑出費 10,020

当期支出小計 1,147,633

次期繰越金 575,445

科　　目 金　　額 備　　考

寄付金 400,000 個人 団体

雑収入 38,000

前期繰越金 575,445

収入合計 1,013,445

科 　目 金　　額 備　　考

新
報
費

編集経費

550,000

14～20号(3､000部)
交通費 ､編集会議
切手　島内配布

郵送費

配布費
訪
問
活

　

動
費

交通費
30,000

50 回

打ち合わせ他

会議費 50,000 世話人会　協力者会議

事務備品費 30,000

活動費

通信費 150,000 郵便、電話代

渉外費 150,000 諸団体交流他

雑支出 53,445

支出合計 1,013,445

07 年度会計報告
【収入の部】

【支出の部】

08 年度 予算
【収入の部】

【支出の部】

　

役
員
任
期
は
２
年
で
来
年

度
に
改
選
を
行
う
。

【
会
長
】

　

佐
藤
就
之

【
副
会
長
】

　

酒
井
一
豊

　

大
坊
千
代
子

【
事
務
局
長
・
会
計
】

　

伊
藤
奈
穂
子

【
世
話
人
】

　

吉
田
信
行　

干
川
剛
史

　

勝
見
吉
雄　

高
松
梅
郎

　

山
田
貴
久　

吉
田
志
織

　

京
町　

小
林
舞　

潮
香
織

　

山
尾
啓
予　

原
口
真
澄

(

補
充)

　

石
松
陽
子　

佐
藤
静
香

【
監
査
】

　

稲
葉
稔　

横
井
和
之

（
退
任
）

　

矢
野
ち
さ
と　

　

海
老
原
香
里

三
宅
島
ふ
る
さ
と
再
生
ネ
ッ
ト

２
０
０
８
年
度
役
員
氏
名

 

第
５
回
三
宅
島
ふ
る
さ
と

再
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
力
者

定
例
総
会
は
、
４
月
６
日
、

巣
鴨
駅
前
の
ル
ノ
ア
ー
ル
会

議
室
に
て
14
時
か
ら
２
時
間

行
わ
れ
た
。
参
加
者
は
佐
藤

会
長
、
伊
藤
事
務
局
長
、
大

妻
女
子
大
学
干
川
教
授
な
ど

の
協
力
者
を
含
め
て
全
部
で

12
人
。
総
会
で
は
ネ
ッ
ト
の

規
約
改
正
、
２
０
０
７
年
度

の
活
動
経
過
、
２
０
０
８
年

度
の
活
動
計
画
案
、
昨
年
度

の
決
算
報
告
お
よ
び
今
年
度

の
予
算
案
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

作
成
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
た

内
容
が
承
認
さ
れ
た
。

　

今
年
度
は
帰
島
３
年
目
の

情
勢
と
課
題
を
も
と
に
以
下

の
こ
と
を
活
動
の
重
点
と
し

て
合
意
し
た
。
第
一
に
「
風

化
す
る
噴
火
災
害
８
年
目
の

被
害
と
再
生
の
動
き
を
全
国

発
信
す
る
活
動
の
継
続
と
強

化
」
。
第
二
に
、
「
在
京
島
民

へ
の
訪
問
活
動
の
充
実
を
は

か
る
こ
と
」
。
第
三
に
、「
ネ
ッ

ト
活
動
を
拡
大
強
化
す
る
た

め
に
、
島
内
活
動
、
全
国
の

支
援
者
と
の
連
携
、
島
の
復

旧
・
再
生
の
諸
活
動
に
協
力

す
る
こ
と
」
。

　

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
、
４
月
６
日
に
第
５
回
協
力
者
定
例
総
会
を

実
施
。
噴
火
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
活
動
の
継
続
と
強
化
を

し
全
国
発
信
す
る
こ
と
、
在
京
島
民
へ
の
訪
問
活
動
の
充
実
、
ネ
ッ

ト
活
動
を
拡
大
強
化
す
る
こ
と
の
３
点
を
重
点
目
標
と
し
て
決
定

し
、
活
動
を
一
層
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

「風化させない」決意新たに
第５回協力者定例総会を開催

隔 月 発 行

（円）
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ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
は
、
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
得
て
３
年

間
活
動
を
続
け
て
き
た
。

　

４
月
６
日
の
協
力
者
会
議

は
、
１
面
と
別
紙
付
録
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
今
後

の
活
動
に
つ
い
て
重
要
な
決

定
を
行
っ
た
。
冒
頭
に
規
約

を
改
正
し
て
第
５
回
協
力
会

員
定
例
総
会
と
し
た
。

　

討
論
で
帰
島
４
周
年
記

念
活
動
と
し
て
、
来
年

１
月
に
２
回
目
の

ア
ン
ケ
ー
ト

実
施
を
決

定

し

た
。

弾
力
的
運

営
と
透
明
性

を
持
た
せ
た
い
と

思
う
。

 

３
年
間
の
活
動
で
痛
感
す

る
事
は
、
情
報
活
動
の
意
義

で
あ
っ
た
。
三
宅
島
が
８
年

に
お
よ
ぶ
噴
火
・
火
山
ガ
ス

に
よ
る
自
然
災
害
地
で
あ
り

現
在
で
も
救
済
を
さ
れ
な
い

被
災
者
が
多
数
い
る
こ
と
を

訴
え
続
け
る
「
三
宅
島
新
報
」

は
、
全
国
に
発
信
す
る
唯
一

の
情
報
紙
で
あ
る
。

　

３
千
部
を
発
行
し
三
宅
島

全
戸
配
布
体
制
を
取
り
関
係

議
員
、
行
政
、
マ
ス
コ
ミ
、

被
災
地
の
諸
団
体
に
も
可
能

な
限
り
郵
送
を
し
て
い
る
。

　

帰
り
た
く
て
も
帰
れ
な
い

在
京
島
民
の
現
状
も
知
ら
れ

て
い
な
い
。
三
宅
島
の
噴
火
・

火
山
ガ
ス
の
放
出
で
、
45
％

の
地
域
を
立
ち
入
り
禁
止
な

ど
制
限
地
区
と
し
、
そ
こ
の

住
民
に
住
宅
、
経
済
保
障
も

無
き
に
等
し
い
。

　

今
も
喘
息
な
ど
の
高
感
度

者
や
、
子
供
と
片
親
た
ち
が

避
難
を
継
続
し
て
い
る
約

一
千
人
の
存
在
が
忘
れ
ら
れ

て
き
て
い
る
。

 

在
京
島
民
の
帰
島
へ
の
意

欲
は
今
も
劣
る
こ
と
は
無

い
。
在
京
島
民
は
、
加
齢
が

進
み
生
活
維
持
は
容
易
で
は

な
い
。
子
供
た
ち
も
島
の
生

活
経
験
も
な
く
、
学
業
が
終

わ
り
就
職
ま
た
は
進
学
し
て

も
わ
ず
か
し
か
帰
島
し
な

い
。
こ
れ
で
は
島
の
人
口
増

加
は
望
め
な
い
。
島
内
の
不

在
家
屋
保
全
も
８
年
経
つ
と

も
う
時
間
的
猶
予
は
な
く
台

風
、
泥
流
、
シ
ロ
ア
リ
、
湿

気
な
ど
で
壊
滅
的
で
あ
る
。

　

三
池
な
ど
高
濃
度
地
区
の

自
然
破
壊
、
住
居
破
壊
は
目

を
覆
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　

訪
問
活
動
を
通
じ
て
、
不

帰
の
客
と
な
る
在
京
者
や
望

郷
の
悲
痛
な
訴
え
を
聞
き
、

涙
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
こ
の

よ
う
な
現
状
を
直
視
し
て
活

動
の
重
点
を
絞
り
込
ん
で
行

き
た
い
と
話
し
合
っ
た
。

　

先
ず
情
報
発
信
の
重
視
。

「
三
宅
島
新
報
」
隔
月
発
行

の
維
持
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
な
ど
。

　

訪
問
活
動
に
つ
い
て
は
、

当
初
在
京
者
に
は
、
戸
別
訪

問
、
お
米
券
配
布
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
な
ど
の
情
報
提
供
、
小
集

会
な
ど
様
々
な
活
動
を
行
っ

て
き
た
が
、
今
後
は
、
必
要

と
し
て
い
る
ケ
ア
を
重
視
し

て
再
構
築
を
し
た
い
。
さ
ら

に
島
内
で
は
交
流
を
深
め
て

生
活
再
建
の
課
題
も
取
り
組

み
た
い
。　
　

（
佐
藤
就
之
）

４月６日に巣鴨で行われた協力者定例総会

崖崩れが頻発する三池高濃度地区

弾
力
的
運
営
と
透
明
性
を

忘
れ
ら
れ
て
い
る
現
状

悲
痛
な
訴
え
に
涙

島
内
で
は
生
活
再
建
も

会
長
時
評

在京島民のアンケートも実施

協力者総会で討議

　全島避難指示の解除から４年が経ち、

帰島できない在京島民の生活や、何の保

障もない高濃度地区に家を持つ人の苦悩

など、忘れられつつあるのが現状だ。ふ

るさとネットでは、在京島民に第２回目

のアンケートを行うとともに、島内の生

活再建の課題にも取り組みたい。

当
ネ
ッ
ト

は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

精
神
で
議

論
を

し
、

情報発信の体制 さらに強化を
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帰
島
３
周
年
を
迎
え
、
島

民
が
待
ち
に
待
っ
た
航
空

路
線
が
４
月
26
日
に
再
開
し

た
。
23
日
に
は
祝
賀
行
事
が

行
わ
れ
、
石
原
東
京
都
知
事

や
国
土
交
通
大
臣
（
代
理
）

な
ど
を
迎
え
、
島
民
、
三
宅

小
・
中
学
校
の
生
徒
が
参
加

し
た
。

　

始
め
に
、
御
製
碑
小
園
（
旧

阿
古
小
学
校
）
に
て
御
製
碑

除
幕
式
、
三
宅
島
郷
土
資
料

館
開
館
式
典
が
行
わ
れ
た
。

平
野
祐
康
村
長
は
、
「
全
島

民
挙
げ
て
イ
ベ
ン
ト
が
で
き

た
こ
と
は
こ
の
上
な
い
。
観

光
立
島
の
一
歩

と
し
て
今
後
も

し
っ
か
り
や
っ

て
い
き
た
い
」

と
話
し
た
。
資

料
館
に
は
、
古
い
遺
跡
や
噴

火
の
状
況
、
漁
具
・
農
具
な

ど
貴
重
な
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
る
。

 

資
料
館
見
学
の
後
、
三
宅

島
空
港
に
て
航
空
路
線
再
開

記
念
式
典
が
開
か
れ
、
石
原

都
知
事
、
平
野
村
長
、
全
日

本
空
輸
（
株
）
山
本
代
表
取

締
役
社
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
を
行
っ
た
。

 

そ
の
後
、
旧
阿
古
小
学
校

体
育
館
に
て
式
典
の
２
部
が

行
わ
れ
、
石
原
都
知
事
を
は

じ
め
来
賓
の
挨
拶
、
祝
辞
、

全
日
空
の
山
本
代
表
取
締
役

社
長
に
花
束
が
贈
呈
さ
れ

た
。
祝
賀
会
で
は
銘
酒
「
雄

山
一
」
の
鏡
開
き
が
行
わ
れ
、

島
の
商
工
会
婦
人
部
の
郷
土

料
理
と
お
酒
が
出
さ
れ
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
出
席

者
は
空
路
再
開
を
喜
び
合
い

な
が
ら
歓
談
を
楽
し
ん
だ
。

 

式
典
に
て
石
原
都
知
事
は

「
島
民
・
国
民
の
力
を
借
り

な
い
と
島
が
立
っ
て
行
か
な

い
。
皆
の
周
知
を
集
め
、
や

る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
い

く
。
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
効
果
が

あ
り
、
毎
年
や
っ
て
い
く
」

と
話
し
た
。

　

運
行
時
間

・
羽
田
発　

11
時
45
分　
　

　

（
１
８
４
９
便
）
、
三
宅
島

　

着
12
時
30
分　

・
三
宅
島
発　

13
時
00
分　

　

（
１
８
５
０
便
）
、
羽
田
着

　

13
時
40
分　

※
１
日
１
便
に
て
運
行
。

※

料

金

：

片

道

通

常
運

賃
１
５
８
０
０
円
、
往

復
運
賃
１
２
１
０
０
円

（
片
道
分
）
、
小
児
運
賃

７
９
０
０
円
（
満
３
～
12

歳
未
満
）
そ
の
他
各
種
割

引
運
賃
あ
り
。

０
１
２
０
ー
０
２
９
ー

２
２
２
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ア

ル
）
。

携

帯

電

話

か

ら

は

０
５
７
０
ー
０
２
９
ー

２
２
２
（
有
料
）
。

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト　

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
n
a
.

c
o
.
j
p
/

運
行
会
社
：
（
株
）
エ
ア
ー

ニ
ッ
ポ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

※
運
行
機
種
：
ボ
ン
バ
ル

デ
ィ
ア
Ｄ
Ｈ
Ｃ
８
ー
Ｑ

３
０
０
型
機
（
56
席
）

　

高
濃
度
地
区
の
た
め
再
開
が
遅
れ
て
い
た
三
宅
空
港
が
４
月
26
日
に
再
開
。
23

日
に
は
、
石
原
都
知
事
な
ど
が
参
加
し
て
祝
賀
行
事
が
行
わ
れ
た
。
飛
行
機
が
飛

ぶ
の
は
、
東
向
き
の
風
の
と
き
に
限
ら
れ
る
な
ど
の
制
限
は
あ
る
が
、
そ
れ
で
も

空
港
の
再
開
は
島
民
の
悲
願
だ
っ
た
た
め
、
喜
び
の
声
が
多
く
聞
か
れ
た
。

１
日
１
便
ず
つ
の
飛
行

片
道
運
賃
は
１
５
８
０
０
円

冬柴国交大臣を迎える（右側）平野村長と高松議長ら（26 日）

島民を代表して空港で出迎える浴衣姿の高校生

待ちに待った空港再開

都
知
事
も
参
加
し
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

祝賀行事 盛大に開催
村長 「観光立島への一歩」と挨拶

※
ご
利
用
問
い
合
わ
せ
は
、

予
約
・
受
付
セ
ン
タ
ー
ま

で
。
固
定
電
話
か
ら
は
、
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参加者の声

「楽しみな先生方の来島」

 

三
宅
島
災
害
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
４
名

で
、
３
月
23
日
か
ら
25
日
ま

で
島
に
滞
在
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
、
健
康

講
座
の
３
回
目
と
し
て
、
勤

労
福
祉
会
館
で
「
誰
で
も
で

き
る
簡
単
な
家
庭
看
護
法　

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
」
を
行
い
ま
し

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
も

　

島
民
の
悲
願
だ
っ
た
空
港

が
や
っ
と
再
開
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
一
時
帰
島
を

す
る
方
々
や
観
光
客
な
ど
も

増
え
て
、
三
宅
島
の
復
興
、

活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
者
総
会
で
挙
げ
ら
れ

た
課
題
な
ど
を
解
決
し
て
い

く
た
め
に
、
私
た
ち
も
今
年

度
も
引
き
続
い
て
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

介
助
の
認
定
書

の
よ
う
な
も
の
が

取
れ
れ
ば
お
互
い

に
安
心
し
て
介
助

が
で
き
る
の
で
、

そ
の
よ
う
な
機
会

が
あ
れ
ば
良
い
と

思
い
ま
す
。
光
安

千
久
子
（
73
歳
・

神
着
）

　

三
宅
島
に
勉
強

す
る
場
所
が
な
い

の
で
、
先
生
方
が
来
島
し
て

く
だ
さ
る
の
が
楽
し
み
で

す
。
生
活
の
中
で
、
で
き
な

か
っ
た
こ
と
、
思
い
も
よ
ら

な
い
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
、

三
角
巾
で
あ
の
よ
う
な
使

い
方
が
で
き
る
こ
と
に
と

て
も
感
動
し
ま
し
た
。
今

後
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
栗
本
い
ず
こ

（
70
歳
・
伊
豆
）

　

私
は
避
難
中
に
母
を
亡

く
し
ま
し
た
。
そ
の
時
に

も
う
少
し
知
識
を
持
っ
て

い
れ
ば
も
っ
と
面
倒
を
見

て
あ
げ
ら
れ
た
の
に
、
と

思
い
ま
し
た
。
４
人
の
先

生
方
の
如
才
の
な
い
お
話

は
、
楽
し
く
と
て
も
勉
強

に
な
り
ま
す
。
何
回
も
聞

き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

上
松
京
子
（
58
歳
・
坪
田
）

た
。
体
操
や
、
三
角
巾
を
使

っ
た
応
急
手
当
の
勉
強
会
を

行
い
ま
し
た
。
お
天
気
が
あ

ま
り
良
く
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
33
名
の
方
の
参
加
を
い

た
だ
き
、
楽
し
い
会
と
な
り

ま
し
た
。
実
際
に
三
角
巾
を

使
っ
て
、
捻
挫
の
時
の
処
置

の
仕
方
な
ど
を
行
い
ま
し
た

が
、
皆
さ
ん
と
て
も
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
て
、
こ
ち
ら

も
熱
が
入
り
ま
し
た
。
身
体

を
使
っ
た
勉
強
会
と
い
う
の

は
、
み
ん
な
で
取
り
組
む
一

体
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き

て
い
い
な
、
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

　

勉
強
会
の
後
は
、
昼
食
を

一
緒
に
と
り
な
が
ら
、
い
く

つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
交
流
会
を
持
ち
ま
し
た
。

私
は
、
何
度
か
お
会
い
し
て

顔
な
じ
み
に
な
っ
た
方
々
と

ゆ
っ
く
り
時
間
を
持
つ
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
充
実
感

を
感
じ
ま
し
た
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ

２
を
企
画
し
ま
す
の
で
、
ま

た
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　

（
及
川
裕
子
）

編
集
後
記

この新聞は、向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当し、大妻女子大学人間関係学部
干川研究室が印刷に協力しています。

３月
23 日、ふるさとネット

主催の第３回の健康講座を実施
した。参加者は体操や捻挫の応急
処置の方法などを学んだ。この面で
は、指導してくださった埼玉県立
大学の及川裕子先生の感想

などを掲載する。

健
康
講
座
に
お
け
る
三
角
巾
の
使
い
方
の
講
習

健康講座 3 回目の実施
及川先生などを招いて

舞踊家鶴吉さんが帰島支援
のチャリティーを予定 !!
　ふるさとネットの会員
で舞踊家の鶴吉さんが帰
島支援のチャリティーイ
ベントを準備しています。
皆様のご参加お待ちして
おります。詳細は追って
ご連絡いたします。
11 月 8 日（土）または 9 日
（日）大田区民ホール・アプ
リコ（京浜東北線蒲田駅前）

五十嵐文子さん葛飾区の
シンポに参加！
　葛飾区主催で「防災シン
ポジウム」が２月１日に開
催。全島避難当時、葛飾三
宅会会長の五十嵐文子さ
ん（伊豆）が災害体験者
パネラーとして参加し発
言した。シンポの内容は、
ＨＰで紹介されている。

[ お便り ]
　先日は素敵な会にお招
きいただきありがとうご
ざいます。あか抜けした、
知性溢れる方々の集まり
に加えていただきまして、
久しぶりに心が豊かにな
った気分でした。明るく
縁の下役を務め、歌い踊
ってくださった園の先生
方によろしくお伝えいた
だければ幸いです。再会
を楽しみにしております。
（赤池孝之様、元共同通信
記者・作家　２月新年会
のお礼のお便り）

［ご寄付者名］（２月14日～４月20日）
大田久子様、佐藤宗ノ子
様、佐藤就之様、中村徹様、
山口仁様、Ｔ様

新
報
に
関
す
る
意
見
を
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。


